
InfoWorks WS Pro の新機能リスト 
 
 
このトピックでは、以前のバージョンでは使⽤できなかった、InfoWorks WS Pro v2021.5 に新しく導⼊され
た追加機能、改良点を全て説明します。 

このバージョンでは、下記では詳細に説明されていない様々な機能拡張やバグの修正も⾏われています。ご注
意ください。 

 
 

メインウィンドウのタイトルバーに環境とテナントが表⽰されるように 
Info360.com へログインする際、タイトルバーに [環境名: テナント名] といった形式で表⽰がされるようになり
ました。 

 
 
 

テストフィードダイアログの開始⽇時設定が7⽇前へ設定されるように 
デフォルト設定が変更となり、 テストフィードダイアログ の  End Time が現在の⽇時へ、Start Time が⼀
週間前へと設定されるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

需要管理エリア（DMA）サマリーレポート 
新しいサービスレベルレポートとして、需要管理エリア（DMA）サマリーレポート が 結果 メニューの グリッドレ
ポート メニューから使⽤可能となりました。このレポートは、イギリスの報告書要件に準拠するよう設計されてい
ますが、広く適⽤できるものになっています。このレポートは、⽔圧と継続時間に閾値を設定して顧客のサービス
レベルを確認するもので、閾値を満たさないイベントについてはその期間が短いのであれば、1つにまとめてしまうこ
とが可能です。 



レポートでは、閾値が満たされない程度に応じて顧客をグループ毎に集計することが可能です。影響を受ける顧
客には、費⽤を紐づけることが可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SQL クエリーのインポート/エクスポートが可能に 
イベントファイルから SQL クエリーをインポートする あるいは イベントファイルへ SQL クエリーをエクスポートする こ
とで、 SQL クエリーのインポート/エクスポートが可能となりました。エクスポートされた SQL クエリーファイルの拡
張⼦は .iwq となります。エクスポートされたファイルは、SQLクエリーグループを右クリックし、「インポート」メニュー
から「i/o ファイルからのアイテム」を選択してインポートすることが可能です。 

 

 
 

←閾値設定画⾯ 
 
 
 
↓⽣成された需要管理エリアサマリーレポート 


